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を含む大動脈全体では明らかではない。そこで，大動脈癌径の増大速度を X 線 CT を用いて，大動脈癌発生部位別
に明らかにすることを目的とした。
対象と方法
6 ヶ月以上の間隔をおいて，複数回の CT 検査を施行した未手術の大動脈癌(解離性大動脈癌を除く)症例171例
(男女比132/39，平均年令67才，病変数211) を対象とした。
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P ‘ 0.005 P ‘ 0.01 









































本研究は X 線 CT で 6 ヶ月以上経過観察を行なった大動脈癌症例171例を用いて癌径の 1 年間当たりの増大速度を
求め，大動脈癌発生部位別に比較を行なっている。増大速度は部位により異なり，弓部大動脈癌において最大，次い
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で下行胸部大動脈膚，腎下部腹部大動脈癌，上行大動脈癌，そして，腎下部腹部大動脈癌において最小であった。こ
のように増大速度には部位特異性があることを明らかにしている。また，増大速度が大きいほど予後が不良であり，
また，動脈硬化危険因子との検討では血圧のコントロールが増大速度抑制に重要であると考えられた。本研究は，従
来，報告がなかった部位別の大動脈癌の増大速度を多数例により初めて明らかにしており，大動脈癌患者の手術時期
の決定や自然経過を予想する上で有用であり，学位に値するものと認める。
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